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地域安全学会 
令和8年熊本地震の被害状況と対策
-災害時の水から
防災学術連携体　令和8年熊本地震・2ヶ月報告会 
2026.9.29　セッション３「被害状況と対策についてⅡ」

• 新たな南海トラフ地震の被害想定（内閣府中央防災会議，2025年3月） 
• 最大断水人口：3,680万人 
• 約95%復旧に必要な期間：8週間 
• 上水道被害想定手法は前回の被害想定（2013年3月）と同様 
• 管種・管径別の被害率から供給率の算出 
• 管路の被害率と復旧日数との関係 
• 既往の水道管路被害推定：管路長当たりの被害箇所（箇所/km）　→　
災害リスク評価であり，被害シナリオ（被害管路，被害箇所）は不明

• 南海トラフ地震防災対策推進地域：1都2府27県723市町村　→　管路
データ，マッピングデータの収集は困難

内閣府中央防災会議（2025年3月）
南海トラフ地震での上水道被害想定
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地震時水道管路被害推定（水道技術研究センター，2016） 
管路属性のうち，管種・継手，口径，微地形，地表面最大速度
（PGV），および，液状化情報を用いて管路ごとの推定被害率［件/
km］を算出する式 

首都直下地震での管路被害率算定（丸山，山崎，2009） 
既往災害の配水管被害データから配水管被害予測式を提案 

離散的水道管路被害推定手法（岡野ら，地域安全学会論文集，2018） 
管路を構成する個々の管製品である管体1本に対する被害関数 
埋設条件の部分的な違いなど想定されていない不確定要素の影響を
考慮して，管路被害率に確率分布を設定したモデル

（１）水道管路被害推定

南海トラフ地震での水道管路被害推定手法
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，ln(
q

1 − q ) = z z = β0 + β1xPGV + β2xp_dia + β3xp_yrs +
0[None Liq]
β41[Low Liq]
β42[High Liq]

離散的水道管路被害推定モデル

南海トラフ地震での水道管路被害推定手法

管種 CIP DIP（非耐震継手） SP VP

結果 p値 結果 p値 結果 p値 結果 p値

切片 -4.052 0.000 -10.88 0.000 -7.492 0.000 -8.833 0.000
PGV [×10-2] 1.691 0.002 1.700 0.015 1.133 0.111 2.619 0.000
口径 [×10-4] -1.699 0.643 -37.98 0.018 -17.01 0.000 14.50 0.445
経年 [×10-2] -7.634 0.000 5.216 0.000 2.149 0.000 2.580 0.000
液状化危険度

なし 0.000 - 0.000 - 0.000 - 0.000 -
小 -0.120 0.549 0.389 0.075 -0.063 0.855 -1.386 0.000
大 -0.040 0.877 0.847 0.001 0.328 0.511 -2.046 0.000
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地域メッシュ単位で水道管路延長を推定 
水道統計と人口データ 
道路延長データ 

オープンデータにより地域メッシュ別に水道管路延長ならびに管路属性を推定 
国土数値情報における給水区域，国勢調査の人口分布 を用いて，4分の1地域メッ
シュ（250m）別に管路延長 を算出 

水道統計，簡易水道統計における水道事業体別の管種割合を用いて，地域メッシュ
別での管種別延長を算出 
管種：CIP，DIP，ERDIP，SP，VP，その他 
管路属性情報：口径，経年（水道統計から事業体別の代表値）

pi

li

li = exp{αln(pi /2502) + β} × 2502

（２）水道管路モデルの推定

南海トラフ地震での水道管路被害推定手法
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地域メッシュ別の管路延長推定結果

推定結果：43.97万km 
実績値：48.4万km

水道事業体別集計結果と 
水道統計，簡易水道統計の回帰係数 

0.965
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• オープンデータ：人口分布（国勢調査），給水区域（上水道関連施
設データ，国土数値情報ダウンロードサイト），水道統計，簡易水
道統計 

• 水道管路モデル推定（平山・久郷，地域安全学会論文集，49，
2026（印刷中））→地域メッシュ別での管種・口径・経年別の管
路長分布 

• ハザード情報：推計震度分布（構造計画研究所，2026） 
• 地盤情報：地形・地盤分類（若松・松岡，2020） 
• 離散的水道管路被害推定手法（岡野ら，土木学会論文集G（環
境），76(6)，2020，久郷・平山，地域安全学会論文集，47，
2025）→地域メッシュ別での管路被害件数

研究成果（地域安全学会論文集）の社会実装事例

令和8年熊本地震での水道管路被害推計

水道管路被害件数推定結果（7/29）
2026年7月28日16時27分　M7.1

地域メッシュ別 
水道管路被害件数 
平均：1,509.5件 
最小：1,365件 
中央値：1,508件 
最大：1,626件 
（N = 1,000）
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モンテカルロ法 
被害件数ヒストグラム



市区町村別管路被害件数推定結果
2026年7月28日 M7.1
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熊本地方の水道耐震化
耐震管率が30%以下　→　管路被害で相転移が発生

震度7 
宇城市 

耐震管率：5.5%
基幹管路耐震管率：26.6% 
耐震適合性：29.7％ 

氷川町（八代生活環境事務組合）
耐震管率：8.7％ 

基幹管路耐震管率：48.3% 
耐震適合性：48.3％ 
震度6+　耐震管率 

熊本市：32.0%，八代市：15.9% 
宇土市：11.4％，益城町：16.1％
嘉島町：-，甲佐町：26.0%
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熊本地方の水道管路耐震化
2016年からの10年間（8年間）の取り組み
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地下水利用率と配水池の耐震化
熊本県，地下水利用（浅井戸42，深井戸371）79.7%，配水池L2対応56.3%
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給水率と水源における井戸の割合
R5水道統計
給水区域内における現在給水人口の割合

給水区域内給水率：八代市：60%【水道未接続：26,836人】，八代生活環境
事務組合（八代市，氷川町）：72%【水道未接続：9,602人】，八代市・氷川
町給水区域外：27,716人 13

水源における井戸の割合

各市町村Webにより情報発信された応急給水一覧 
熊本県9市9町1村（熊本市，八代市，人吉市，菊池市，宇土市，上天草
市，宇城市，天草市，合志市，美里町，大津町，菊陽町，西原村，御船
町，嘉島町，益城町，甲佐町，氷川町，芦北町） 

毎日情報収集（7月29日～現在） 
フィールド 

ID，都道府県，市区町村，区分（応急給水，給水所，飲用水配布，生活用
水配布，井戸等），名称，住所，開設状況，開設日，閉鎖日，設置時間，
備考，データ出典 

ジオコーディング：CSVアドレスマッチングサービス　https://
geocode.csis.u-tokyo.ac.jp/　（東京大学空間情報科学研究センター） 
Googleマップ（Googleストリートビュー）上で照査 
地域だけで通用する通称，略称　（例：地区防火水槽前，お堂横） 
CSV→qGIS（GeoJSON，Shapeファイル），Googleマップ

応急給水拠点マップ
応急給水拠点のGIS化
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応急給水拠点マップ
2026年熊本地震と2024年能登半島地震

2024年能登半島地震GIS（shape，Geojson）

Google マップ
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応急給水拠点マップの実践
防災科研，DRI，国土交通用，支援水道事業体等

防災クロスビュー
ISUTを介して共有した 
応急給水拠点マップの活用
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管路被害推定結果と応急給水拠点
推定被害件数大→応急給水拠点開設期間長
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3日後

1ヶ月後

• 浄水場・配水池・導送水管路と配水管の両方が壊滅的な機能喪失 
• 重要な施設・管路の耐震化 
• ライン（線）としての耐震化 
• 耐震化率と耐震適合率の功罪 
• 耐震性能評価　耐震化率，耐震適合性からの脱却 
• 災害時の水運用（消防と応急給水），仕切弁の遠隔運用 
• レベル2地震動に対する設計思想 
• 活断層帯における耐震化 
• 応急復旧対応標準化（用語，仮設配管，露出配管，側溝活用） 
• 災害時の水量と水質，災害時摂取制限，生活用水，非定常時水質リスク管理 
• 圧倒的なリソース不足 
• 人口減少社会での小規模分散地域自律型水道，その技術的・制度的応急対応 
• 復旧事業（原形復旧）と復興事業における水道の再構築 
• 水道応急復旧と下水道応急復旧との連携 
• 上下水道一体での地震対策・災害対策（南海トラフ・首都直下地への備え）

R6能登半島地震+R8熊本地震
水道における課題
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• 実践科学（Implementation Science）で被害抑止，被害軽減 
• 過去の知見を活かす（2016年熊本地震，2024年能登半島地
震） 
• 災害時の水（被害把握，応急給水，応急復旧，地下水利用，防災
井戸）：地震工学，水道工学，防災工学，衛生工学，地盤工学，
情報学，社会学，経営工学など分野横断（災害環境工学等） 
• 応急給水拠点マップ→デジタル技術を活用した災害対応 
• 防災庁設置，日本版NIMS（National Incident Management 
System），ICS（Incident Command System）：用語の統
一，GIS（地図情報）等による状況認識の統一，現場への権限委
譲→理論から社会実装までの調査研究

令和8年熊本地震における災害時の水から
おわりに
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